
（写真左）中央が1967年頃の「毎日放送千里丘放送セン
ター」。建物の後ろがEXPO’70の会場。丘陵を切り開き
330ヘクタールに及ぶ敷地が造成され、パビリオンがこ
れから建設される。
（写真右）1970年頃の「毎日放送千里丘放送センター」。
完成した太陽の塔（中央）、エキスポタワー（左奥）、日
本館（右）などが見える。
写真提供／毎日放送

「船場センタービル」は、
屋上に阪神高速道路と中
央大通の高架道路が通る、
知恵を絞った構造が特徴。
写真提供／ピクスタ

七
〇
年
万
博
が
テ
ー
マ
の
小
説
に
は
、
筒
井
康

隆
『
人
類
の
大
不
調
和
』『
深
夜
の
万
国
博
』
や
眉

村
卓
『
E
X
P
O

ʼ87
』
が
あ
る
が
、
大
学
病
院
を

舞
台
に
医
師
の
倫
理
を
問
い
か
け
た
山
崎
豊
子
の

『
白
い
巨
塔
』
に
も
E
X
P
O

ʼ70
が
登
場
す
る
。

『
白
い
巨
塔
』
は
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
か
ら

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
に
連
載
さ
れ
、
物
語
と
読
者
の

時
間
が
並
行
す
る
同
時
代
小
説
で
あ
っ
た
。
誤
診

裁
判
を
報
じ
る
小
説
内
の
新
聞
記
事
に
は
、
癌
患

者
佐
々
木
庸
平
は
昭
和
三
十
九
年
五
月
二
十
九
日

に
手
術
を
受
け
、
六
月
二
十
一
日
に
亡
く
な
っ
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
週
刊
誌
を
買
う
た
び
に

読
者
に
は
、
リ
ア
ル
で
生
々
し
い
ド
ラ
マ
に
感
じ
ら

れ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
主
人
公
の
財
前
五
郎
と

対
立
し
た
里
見
脩
二
助
教
授
が
移
っ
た
の
が
、
千

里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
高
台
に
あ
っ
て
緑
の
丘
陵
が
一

望
で
き
る
「
近
畿
癌
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。
そ
こ

か
ら
の
展
望
は
、
あ
る
方
向
だ
け
赤
土
が
剥
き
出

し
で
「
大
阪
で
開
か
れ
る
万
国
博
覧
会
の
会
場
建

設
地
で
、
敷
地
造
成
が
始
ま
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
」

と
記
さ
れ
る
。「
近
畿
癌
セ
ン
タ
ー
」
の
モ
デ
ル
が

気
に
な
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
昭
和
三
十
六
年

（
一
九
六
一
）
開
設
の
「
毎
日
放
送
千
里
丘
放
送
セ
ン

タ
ー
」
が
そ
れ
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
も
な
っ
た
こ
の
社
会

派
小
説
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
に
は
じ

ま
り
、
万
博
目
前
で
完
結
す
る
。
高
度
経
済
成
長

期
の
日
本
や
、
大
阪
の
都
市
改
造
を
目
撃
証
言
す

る
点
に
お
い
て
、
こ
れ
も
“
万
博
遺
産
”
と
し
て

語
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

も
う
ひ
と
つ
万
博
関
連
で
は
、
亡
く
な
っ
た
佐
々

木
が
営
む
繊
維
卸
商
店
は
、
船
場
の
中
央
に
あ
る

唐
物
町
と
丼ど

ぶ

池い
け

筋す
じ

の
交
わ
る
付
近
、
町
名
変
更
で

現
在
の
大
阪
市
中
央
区
南
本
町
三
丁
目
あ
た
り
に

設
定
さ
れ
て
い
る
。
実
は
こ
の
付
近
の
商
家
は
、

大
阪
市
の
東
西
を
結
ぶ
幹
線
道
路
「
中
央
大
通
」

の
建
設
で
立
ち
退
き
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
」
に
移

転
し
た
。
佐
々
木
が
死
な
ず
に
い
た
ら
立
ち
退
き

に
直
面
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
」
も
、
万
博
を
に
ら
ん
だ

都
市
改
造
の
遺
産
で
あ
る
。
移
転
の
補
償
問
題
が

難
航
す
る
な
か
、
移
転
先
と
な
っ
た
地
上
四
階
建

て
の
ビ
ル
の
屋
上
に
道
路
を
走
ら
せ
る
画
期
的
な

解
決
策
で
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
が
実
現
で
き
た
。
ど

こ
か
未
来
的
で
あ
る
。
現
在
も
屋
上
に
「
中
央
大

通
」
と
阪
神
高
速
が
走
り
、
ビ
ル
の
内
外
に
大
阪

万
博
時
代
の
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。
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